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　　　令和 2年 5月 20 日・第 67 号

「新型コロナウイルス感染症」に係る対応について
新型コロナウイルス等の感染により、お亡くなりになられた方々に謹んでお悔やみ申し上げると共に、

罹患され、治療中の方々の早期快復を心よりお祈り申し上げます。
また、当法人の感染予防対策に対し、

利用者さま及び利用者ご家族の皆さまのご理解とご協力に、厚く御礼申し上げます。
さて、現在、なお、新型コロナウイルス感染症が全国にて流行しております。
当法人としましても、3月以降、特別養護老人ホームの面会制限など、

厚生労働省からの「新型コロナウイルス対策の基本方針」に沿って、感染予防の対応をさせていただいております。
国の「緊急事態宣言」に加え、愛知県・岐阜県においては「特定警戒都道府県」に指定され、
介護保険サービスを担う私ども事業者に対しても、徹底した対応が求められています。

感染症が終息に向かうまでは、利用者さま、ご家族、関係者の皆様方には、
大変なご不便をおかけすることになるかと思いますが、

利用者さまの健康の配慮、施設内での感染（流行）を防止するため、
引き続き、ご理解とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

2020年4月、健康増進法の一部を改正する法律が全面施行となりました。
これにより、望まない受動喫煙を防止するための取り組みが、マナーからルールへと変わりました。

猛威を振るっている新型コロナウイルス感染症に対する策として、世界保健機関（WHO）は
「禁煙すること」を強く推奨する声明を出しています。日本呼吸器学会は、以下の四か条を提唱しています。
  

喫煙者の方々には耳が痛いことばかり言って申し訳ございませんが、
私たちの肺は、いったん壊れてしまうと再生しません。
健康増進法が施行され、新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう今、
喫煙者と非喫煙者の双方が、お互いの立場を十分に理解して健康な
身体を維持しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医務室

※敬称略・順不同
令和2年 1月 1日 ～ 令和 2年 5月 13日ご協力ありがとうございました

ボランティアありがとう 善意ありがとう
鵜浦まゆみ
櫻井重光
柴田和秀
清水由美子

舟橋美佐
三尾英幸
村上敏治
吉田英翠

移動美容室「ひまわり」
（株）HSホールディングス
（社）きれいや本舗
理容「アダムス」

職員一同頑張りますので宜しくお願いします。

新 入 職 員 紹 介

新型コロナウイルス感染症とタバコについて

犬山市
(株)ナカノフドー建設
(特非)シェイクハンズ
(福)犬山市社会福祉協議会池野支部

室内又はこれに準ずる環境において、他人のたばこの煙を吸わされること。受動喫煙による肺がんと虚
血性心疾患の死亡数は、年間約6,800人。そのうち職場での受動喫煙が原因とみられるのは約3,600
人と言われています。また、子どもの呼吸器感染症や喘息発作の誘発もあると言われています。

受動喫煙とは

喫煙は新型コロナウイルス
肺炎重症化の

最大のリスクです。

三密「密閉」「密集」「密接」
の喫煙室は

濃厚接触の場です。

家にいても家族・近隣への
受動喫煙を

増やさないでください。

あなた自身と家族、
同僚を守るため
この機会に禁煙を！

介護士
鈴木敏正

看護師
林美穂子

運転手
城岸龍夫

介護士
小林二由実

介護士
加藤最也

介護士
中村胡桃

介護士
簗田真伍

介護士
高橋雅尋

介護士
三島拓

介護士
白田千穂

統括施設長　宇恵　和美
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主任介護士紹介新任新任
ご
利
用
者
様
・
ご
家
族
さ
ま
へ
挨
拶
お
願
い
し
ま
す
。

毎
日
笑
顔
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

子
供
の
こ
ろ
好
き
だ
っ
た
ア
ニ
メ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
、サ
ザ
エ
さ
ん
、ド
ラ
え
も
ん
、ク
レ
ヨ

ン
し
ん
ち
ゃ
ん
が
好
き
で
毎
週
見
て
ま
し
た
。

高
校
生
の
時
に
流
行
っ
て
い
た
曲
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
im
er

や
欅
坂
4
6
と
か
で
す
。私
はback num

ber

が
好

き
で
し
た
。

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
場
面
が
あ
っ
た
ら

教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
場
研
修
の
時
に
、先
輩
職
員
と
利
用
者
様
の
歌
っ
て
い
る

歌
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。お
話
し
さ
れ
て
い
る
と
き
に
も
知

ら
な
い
言
葉
が
出
て
き
た
。

最
後
に
配
属
先
の
先
輩
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

少
し
ず
つ
仕
事
を
覚
え
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、ご
指
導
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
利
用
者
様
・
ご
家
族
さ
ま
へ
挨
拶
お
願
い
し
ま
す
。

4
月
か
ら
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

子
供
の
こ
ろ
好
き
だ
っ
た
ア
ニ
メ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

一
話
完
結
の
ア
ニ
メ
が
好
き
で
し
た
。

高
校
生
の
時
に
流
行
っ
て
い
た
曲
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

星
野
源
が
流
行
っ
て
い
ま
し
た
。

好
き
な
お
笑
い
芸
人
が
い
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

志
村
け
ん
さ
ん
。先
日
亡
く
な
ら
れ
て
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

嫌
だ
っ
た（
の
れ
な
か
っ
た
）流
行
は
あ
り
ま
す
か
？

T
w
itter

やtiktok

な
ど
のSN

S
系
。

ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
人
気
で
も
現
実
で
は
・・・
と
思
う
と
あ

ま
り
好
か
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
見
て
ま
し
た
。

最
後
に
配
属
先
の
先
輩
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

仕
事
を
覚
え
、利
用
者
様
に
対
し
て
の
接
し
方
を
工
夫
し
て

い
け
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

新入社員紹介 New employee
introduction

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ぬ
く
森

介
護
士
　
中
村
　
胡
桃

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ぬ
く
森

介
護
士
　
中
村
　
胡
桃

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ぬ
く
森
・
第
二

介
護
士
　
高
橋
　
雅
尋

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ぬ
く
森
・
第
二

介
護
士
　
高
橋
　
雅
尋

ご
利
用
者
様
・
ご
家
族
さ
ま
へ
挨
拶
お
願
い
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
供
の
こ
ろ
好
き
だ
っ
た
ア
ニ
メ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
は
小
学
校
の
頃
か
ら
見
て
い
て
、

ゲ
ー
ム
な
ど
も
持
っ
て
い
ま
す
。

高
校
生
の
時
に
流
行
っ
て
い
た
曲
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

B
T
S

やB
LA
C
K
 P
IN
K

、ヒ
プ
ノ
シ
ス
マ
イ
ク
と
か
。米
津

玄
師
のLem

on

やFoorin

の
パ
プ
リ
カ
も
流
行
っ
て
い
ま

し
た
。

好
き
な
お
笑
い
芸
人
が
い
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン（
二
人
に
し
か
で
き
な
い
お
笑
い
が
好
き
で

す
）

最
後
に
配
属
先
の
先
輩
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

慣
れ
な
い
こ
と
で
迷
惑
を
た
く
さ
ん
か
け
る
と
思
い
ま
す

が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ぬ
く
森
・
第
二

介
護
士
　
白
田
　
千
穂

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ぬ
く
森
・
第
二

介
護
士
　
白
田
　
千
穂

特別養護老人ホームぬく森・第二
介護士主任　福本　弥生

ユニット型特別養護老人ホームぬく森
介護士主任　横田　朋奈

特別養護老人ホームぬく森
介護士主任　河合　陽介

ご
利
用
者
様
・
ご
家
族
さ
ま
へ
一
言

ご
利
用
者
様
、ご
家
族
様
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
た
ケ
ア
を
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
さ
い
頃
、よ
く
見
て
い
た
ア
ニ
メ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
。

高
校
生
の
時
に
流
行
っ
て
い
た
歌
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

安
室
奈
美
恵
さ
ん
の「CA

N
 YO

U
 CEREBRA

TE?

」。

好
き
な
お
笑
い
芸
人
は
い
ま
す
か
？
い
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

千
鳥

今
ま
で
で
一
番
の
武
勇
伝
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

武
勇
伝
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、高
校
３
年
間
、片
道
１
時
間
半

か
け
て
通
学
し
た
こ
と
で
す
。

つ
い
つ
い
使
っ
ち
ゃ
う
死
語
は
あ
り
ま
す
か
？

マ
ジ
か（
本
気
か
）と
つ
い
つ
い
使
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

自
分
が
高
齢
者
に
な
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
と
し

ま
す
。何
の
曲
を
流
し
て
ほ
し
い
で
す
か

 

西
城
秀
樹
さ
ん
の
ヤ
ン
グ
マ
ン
。「
ワ
イ
！
エ
ム
！
シ
ー
！

エ
ー
！
」と
掛
け
声
が
簡
単
で
元
気
が
出
る
か
ら
で
す
。

と
も
い
き
福
祉
会
の
職
員
全
員
が
無
人
島
で
サ
バ
イ
バ
ル
生
活
。

誰
と
行
動
を
共
に
し
ま
す
か
？

本
館
の
神
谷
相
談
員
。頭
が
良
く
て
頼
り
に
な
る
の
で
。

最
後
に
新
し
い
部
署
の
同
僚
へ
一
言

頼
り
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
利
用
者
様
・
ご
家
族
さ
ま
へ
一
言

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
で
不
安
な
日
々
が
続
き
ま
す
が
、

ご
利
用
者
様
に
と
っ
て
の
１
日
１
日
を
大
切
に
関
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小
さ
い
頃
、よ
く
見
て
い
た
ア
ニ
メ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ
ー

高
校
生
の
時
に
流
行
っ
て
い
た
歌
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ず
っ
とG

et W
ild

が
流
行
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
で
一
番
の
武
勇
伝
は
何
で
す
か
？

グ
レ
イ
ハ
ウ
ン
ド
と
い
う
長
距
離
バ
ス
に
乗
っ
て
、

約
5
か
月
か
け
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
一
周
し
ま
し
た
。

好
き
な
お
笑
い
芸
人
は
い
ま
す
か
？
い
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ロ
シ
で
す
・・・
。 

自
分
が
高
齢
者
に
な
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
と
し

ま
す
。何
の
曲
を
流
し
て
ほ
し
い
で
す
か
？

歌
う
こ
と
が
苦
手
な
の
で
、「
い
っ
し
ょ
に
歌
お
う
」と
誘
わ
な
い

で
ほ
し
い
で
す
。

と
も
い
き
福
祉
会
の
職
員
全
員
が
無
人
島
で
サ
バ
イ
バ
ル
生
活
。

誰
と
行
動
を
共
に
し
ま
す
か
？

藤
田
施
設
長
。ゲ
ー
ム
で
い
え
ば“

最
強
の
装
備”

を
手
に
し
た
こ

と
に
な
る
の
で
。

新
し
い
部
署
の
同
僚
へ
一
言

皆
さ
ん
の
力
を
借
り
な
が
ら
の
日
々
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、応

え
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
の
で
、宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

01

03

02

N e w  c h i e f  c a r e g i v e r  i n t r o d u c t i o n

ご
利
用
者
様
・
ご
家
族
さ
ま
へ
一
言

は
じ
め
ま
し
て
。４
月
か
ら
新
館
に
来
ま
し
た
横
田
で
す
。利
用

者
様
に
寄
り
添
っ
た
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
さ
い
頃
、よ
く
見
て
い
た
ア
ニ
メ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
が
大
好
き
で
、今
で
も
グ
ッ
ズ
を
見
る
と
集
め

た
く
な
り
ま
す
。

高
校
生
の
時
に
流
行
っ
て
い
た
歌
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

モ
ン
ゴ
ル
８
０
０
の「
小
さ
な
恋
の
う
た
」が
流
行
っ
て
ま
し
た
。

好
き
な
お
笑
い
芸
人
は
い
ま
す
か
？
い
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

最
近
、狂
言
風
漫
才
を
す
る「
す
ゑ
ひ
ろ
が
り
ず
」に
ハ
マ
っ
て
い

ま
す
。

今
ま
で
で
一
番
の
武
勇
伝
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

目
立
た
ぬ
よ
う
地
味
に
生
き
て
き
た
の
で
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
い
つ
い
使
っ
ち
ゃ
う
死
語
は
あ
り
ま
す
か
？

ド
ロ
ン
し
ま
す
。（
↑
死
語
で
す
よ
ね
？
）

と
も
い
き
福
祉
会
の
職
員
全
員
が
無
人
島
で
サ
バ
イ
バ
ル
生
活
。

誰
と
行
動
を
共
に
し
ま
す
か
？

介
護
士
の
柴
田
夫
妻
。海
で
食
料（
魚
）を
た
く
さ
ん
調
達
し
て
く
れ

そ
う
。

最
後
に
新
し
い
部
署
の
同
僚
へ
一
言

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、「
話
し

や
す
く
て
頼
れ
る
主
任
」を
目
指
し
て
精
一
杯
頑
張
る
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。一
緒
に
新
館
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

2 ぬくもり ぬくもり 3



　華ユニットの利用者様は日中フロアにて洗濯物やタオルを畳まれるなど
して、和気あいあいと過ごされています。施設内行事やレクにも積極的に参
加され、お誕生日の際などには外出をして、食事やお茶を楽しまれたりして
います。しかし、１日のほとんどを居室で過ごされる利用者様は、外出はもち
ろん行事やレクに参加することなく、せっかく離床しても浴室との往復のみ
で、他の利用者様との交流はありませんでした。同じユニット内で生活して
いるにも関わらず他の利用者様からは「よく分からない寝たきりの人」と思
われ、区別されたような存在になっていました。職員の意識の中にも「区別」
があるのではないか。「寝たきり」の利用者様ではなく、実は「寝かせきり」の
利用者様ではないか。「何もできない」のではなく、こちらから「何もしてあげ
ていない」だけではないか。こうした思いから、ユニット内で話し合いを行
い、居室で過ごされる利用者様へ以下の取り組みをはじめました。

　職員にも変化があり、利用者様が起きて頂ける時間を作ろうと職員同士で声を掛けあったり、ただ離床するだけでなく日光浴や、廊下
を散歩したり手浴をするなどして利用者様に短時間でも居室の外で楽しく過ごして頂けるよう考え実行するようになりました。職員の
都合になりがちな場面があるなど反省点もありますが、同じ場所で共に生活をしている「ともいき」の心を職員も含め全員に感じながら
暮らして頂けるようにしていきたいです。

私たちは3月に兵庫県で開催される「気づきを築くユニットケア全国実践研究フォーラム」へ
の参加を予定しておりましたが、新型コロナウィルスの影響により、開催が中止となってしま
いました。そこで今回、発表予定だった内容を要約したものを寄稿させていただきます。

　私たちは84歳女性A様の生活に着目し、「認知症の人が居場所を
感じ、安心して日常生活が送れるように」というテーマで取り組ん
できました。A様はアルツハイマー型認知症であり、ショートステ
イを利用し始めた当初は“帰りたい”という気持ちが非常に強く、一
日中いつもすごい剣幕で怒ってばかりおり、玄関前で迎えを待つ毎
日を過ごしていました。こちらからの支援に対して常に拒否があ
り、時には暴言や暴力もありました。そこでA様への理解を深めよ
うと職員間で話し合いを重ね、不慣れな環境にいる不安や寂しさ、
また、すぐに会話をしたことを忘れてしまうため、コミュニケーションが上手く取れないことからの疎外感によるストレスが
そういった行動を引き起こす原因になっているのではないかと考えました。そして、今までの暮らしの継続が出来るようなア
クティビティを通して他者とのつながりがもてるよう、支援方法を統一して声掛けやお誘いを行いました。すると、ほとんど
のことを快く取り組んでくださり、会話や笑顔が増え、A様と職員、他の利用者様方との良好な関係を築けるきっかけとなり
ました。長年ご主人と二人きりで生活してきたA様にとって、突然ご主人と離れ、見知らぬ場所で多勢の見知らぬ人と生活し
なければならない状況は、とても不安なことだったと思います。改めてA様の対応についてしっかりと話し合い、支援方法を
統一して、良い結果を得ることが出来たことで、職員が同じ方向を向いて粘り強く取り組むことの重要性も再認識することが
出来ました。
　今回、残念ながら発表の機会は無くなってしまいましたが、支援の機会をくださったA様への感謝と敬意をはらうと同時
に、A様から頂いた気づきの力を明日の力に変え、職員一同、今後も皆様の思いに寄り添ったケアができるよう取り組んでい
きたいと思います。

幻のユニット発 表華ユニット発 表

りんどうユニット発 表
面手さん、初めての介護士1年を振り返り
　2019年4月1日に入職。ご両親のお世話をされた経験はあるが、本人は介護士一年生で、ぬく
森・第二で基本から学んだ後に現場に配属されるものと考えていた。しかし現実は、即現場で指
導を受けながら学んでいくOJTの毎日が始まることになった。マラソンが趣味で体力に自信は
あるものの、過去に経験のない仕事に就き、働き続けるためには、本人の努力と周りからの支え
の両方が必要だと感じた。若い人とは違ったサポート体制が重要と考え、他のスタッフからの
情報と経験を交え、ONE TEAM（ワンチーム）で面手さんに接し指導を始めた。

　

年齢や経験、職種は関係なく、仕事に対し思い悩むところはみんな同じです。経験や技術不足は当たり前なので、慌てず落ち着いて一つ
一つ取り組み、仕事は常に“お互い様”なので、困ったときは周囲に相談しましょう。今後の目標は、事故を未然に防ぐことに優れた介護士
を目指し、入所者様の満足度を高められる、気配りの出来る介護士になれるよう、さらなる成長に期待しています。

①昼の栄養の離床の際にテレビや窓の方を向いて過ごし
て頂いていたのを、皆さんとテーブルを囲む形で過ごして
頂きました。それにより、利用者様の顔が見え、他の利用者
様や職員から声を掛けて頂く機会が増えました。

気づきを築くユニットケア
全国実践研究フォーラム
気づきを築くユニットケア
全国実践研究フォーラムユニット型特別養護老人ホームぬく森ユニット型特別養護老人ホームぬく森

特別養護老人ホームぬく森・第二特別養護老人ホームぬく森・第二

・ベッド上での便失禁に対する排泄処理がうまくできない。
・立位時でのおむつ交換がうまくできない。
・夜勤で利用者様が急変されたとき、ひとりで対応できるか不安。
・看取りやターミナルケアが不安。

・他の介護士スタッフに迷惑をかけているのでは？

・介護士に適していないのではないか？

は
じ
め
て
の
頃
の

仕
事
に
対
す
る
悩
み

②入浴の前後に体調をみて短時間でも離床することで、他利用者様と顔を合わせた
り、普段とは違う景色を見て頂いたりしました。「まぶしい」や「寒い」等の反応がみら
れたり、名前を呼ぶと笑顔で返して下さったり、利用者様の方から話し掛けて下さる
など、利用者様の笑顔や発語が以前より増えました。

ぬく森は、年度初めに各ユニットでテーマを決め、チームで取り組んでいます。
３月にはそれらを報告するユニット発表会があります。
今回は、発表の中から華ユニットとりんどうユニットを紹介させていただきます。
※紙幅の都合上、発表内容の一部を要約しております。
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ほっとカフェ倶楽部よりご案内
新型コロナウイルス等感染症の拡大を考慮し、皆さまの安全面を最優先に考え、３月以降のほっとカフェ倶楽部は中止しております。
再開の目途がたちましたら、改めてホームページ等でご案内させていただきます。
楽しみにされていた皆さまにはご迷惑をおかけしますが、何卒ご理解の程よろしくお願いいたします。

職 員 表 彰

永 年 勤 続 賞
１０年

永 年 勤 続 賞
５ 年

ともいき福祉会では、毎年、
他の模範として推奨すべき職員の

表彰を実施しています。
令和元年度は次の職員の皆さんに対して

3月27日に表彰を行いました。

永 年 勤 続 賞

グループ表彰

介護士  藤原　由季 介護士  栗本　彰久 介護士  柴田　知恵看護師  竹内　佳子
介護士  松井　洋幸 介護士  日比野　裕汰 介護士  小澤　静香介護士  前田　貴仁
介護士  佐久間　敦子介護士  内山　夏希

本館　医務室 

最優秀賞
生活相談員

尾関　智恵美

優 秀 賞
生活相談員
白木　富三

スローガン達成賞

介護士 
市岡　徳之

掃除と衛生

介護士 
長谷川　実也子

利用者本位

介護士 
徳永 万奈実

正確な挨拶

介護士 
服部　知子

丁寧な処遇

介護士 
上生　勇介

研修・研鑽

保育士
都馬　路江

看護師
安藤　友美

努  力  賞

介護士
加藤　政臣

第63回ほっとカフェ倶楽部
日本初、国際地質科学連合により、約
77万4千年前～約12万9千年前（新生
代第四紀更新世中期）の地質年代の
名称が「チバニアン（千葉時代）」と呼
ばれることが決定した1月。笑いヨガと
メモスタンド作りを行いました。笑うと
免疫力アップ、ストレス解消、プラス思
考になるなどの期待ができます。外出
自粛で退屈な日々でも、大声を出して
笑いましょう！

第64回ほっとカフェ倶楽部
60歳の誕生日を迎えた天皇陛下。即
位後初の誕生日の祝賀行事に皇居で
皇后さまと臨まれた2月。歌声喫茶と
タオル体操を行いました。タオル体操
でストレッチを行えば、体の柔軟性を
維持し、けがを予防できます。お酢を
飲んでも身体は柔らかくならないの
で、こまめに運動しましょう。

利用者のみなさんと一緒に新年会を開催しました　新年
の書初めをしたり、すごろくをしたり、歌ったりなどゆった
りした時間を過ごしました。また、初釜で抹茶を楽しんで
いただき、新しい年をスタートすることができました。

ぬ く 森 だ よ り

特別養護老人ホームぬく森
皇服茶（←初釜のこと）
場所╱本館 場所╱新館 場所╱デイサービスセンターぬく森

新年最初にするものといえば初日の出や書初めなどありま
すが、本館は新春恒例！毎年恒例！！初釜を行いました！！職
員が頑張って点てた抹茶を皆さんと一緒に楽しみました。
「抹茶と饅頭おいしいねぇ」と利用者のみなさんも大満足
♥来年は長寿を祝う（願う）「花びら餅」を用意できたらい
いな～。今年も一年よろしくお願いします。

ほっとカフェ倶 楽 部 通 信

ユニット型特別養護老人ホームぬく森
新年会

デイサービスセンターぬく森
初詣

今年の干支は３７番目の庚子（かのえね）。新しいことを
始めると上手くいく年。ということで、近所の神社に初詣
に行きました。天候にも恵まれ暖かい陽気の中、お賽銭
を投げてお参りしてきました。いろんなことに挑戦して上
手くいく１年になりますように。

ケアハウスのみなさんは新型コロナウイルス感染予防の
ため、マスクを作りました。可愛い手ぬぐいや、ガーゼの
布を持ち寄り「このサイズは小さい顔の人にいいね」「私
はこのくらいの大きさがいいわ」とみんなで作ればチョ
チョイのチョイ！おしゃれなマスクで気分上々↑↑

デイサービスセンターぬく森・第二
ひな祭り
場所╱デイサービスセンターぬく森・第二 場所╱ケアハウスハートフル 場所╱保育所ぬく森

ひなまつりは女子が好きなもので祝うお祭り、ということでカップ
ケーキとスクイーズ（おもちゃの）カップケーキを作りました。本物の
カップケーキは生クリームやフルーツでかざりつけ、スクイーズは粘
土やビーズでかわいく飾り付け。どちらもかわいくできました♪さ
あ、どっちが本物でしょ～うか！本物のカップケーキは美味しくいた
だき、本物そっくりのカップケーキはお持ち帰りいただきました。

ケアハウスハートフル
手作りマスク

保育所ぬく森
入園・進級おめでとうパーティー

保育所ぬく森が開所から、早1年。2名からスタートした
園児も少しずつ増え5名になりました。仲良しの子どもた
ちがもっと仲良くなるよう入園・進級おめでとうパー
ティーをしました。園長先生から大きな自由画帳のプレゼ
ントをいただき、いつもより豪華なおやつでカンパーイ！

節分の日、地域によっては「豆まき後でも食べれるから」と
いう理由で落花生を撒くそうです。利用者のみなさんは壮
年の鬼に同情して豆も落花生も豆っぽいものも撒かず、
ウェルカムポーズ♥病気はすべて鬼の仕業と言われてい
るので、来年はコテンパンにやっつけてください。

デイサービスセンターぬく森
いけばな
場所╱デイサービスセンターぬく森 場所╱特養ぬく森・第二 場所╱デイサービスセンターぬく森・第二

素敵なお花をたくさんいただいたので、利用者のみなさ
んと一緒にデイサービスで活け花を行いました。何度も
活けなおされる方、感覚で活けられる方などなどデイ
サービスが花でいっぱいになりました。

特別養護老人ホームぬく森・第二
鬼をやっつけないと・・・

デイサービスセンターぬく森・第二
枝豆と大豆と鬼退治

巷ではずんだクレープやずんだプリンが流行ってますが、今
回はみなさんと一緒にずんだ餅を作りました。豆をすりつぶ
すところからみなさんと一緒に行い、美味なるずんだ餅がで
きました。その後、突如デイルームに青年の鬼が侵入！黄色
い声援が響く中、やってきた鬼を退治すべく、みなさん勢い
よく豆を模した玉を投げて退治して下さいました。

4月3月2月1月
NUKUMORI

DAY
ORI

1/1 1/11/1

2/上旬 2/3 2/3

3/2 4/144/上旬
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